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研 究 会 だ よ り
第55回岡山実験動物研究会
平成20年 6月27日 (金)午後 1時30分から午
後5時までIPU･環太平洋大学第1キャンパス 大
講義室 2(5F)でペガサスキャンドル㈱の協賛で
開催された｡はじめに､会長の三谷恵一先生から
開会のあいさっがあり､その後特別講演に移った｡
特別講演1は ｢視覚の遺伝子｣と題して佐藤忠文
先生(IPU･環太平洋大学次世代教育学部教授)が講
演された｡この司会は内藤一郎先生 (新見公立短
期大学)が担当した｡講演終了後､休憩を取った
後に事務局から会務報告があった｡会務報告は平
成 20年度第 1回理事会の記載内容を参照下さい｡
会務報告後､特別講演2に移った｡特別講演2
は ｢休耕田を利用したアユモ ドキの保全活動｣と
題して青 雅一先生 (国立病院機構岩国医療セン
ター がん ･再建外科診療部長､NPO法人岡山淡
水魚研究会 理事長､環境省稀少野生動物種保存
推進委員､岡山大学大学院医歯薬学総合研究科非
常勤講師 ･臨床教授)が講演された｡この司会は
新井成之氏 (㈱林原生物化学研究所 ･研究センタ
ー)が予定されていたが､急用のため代わって佐
藤 (岡山大学大学院自然科学研究科)が担当した｡
特別講演3は ｢瀬戸町におけるアユモ ドキの生態
調査｣と題して阿部 司氏 (岡山大学大学院自然
科学研究科 ･博士課程3年 ･学振特別研究員)が講
演された｡この司会は高橋純夫先生 (岡山大学大
学院自然科学研究科)が担当された｡
その後､シンポジウム ｢アユモ ドキ ･･･絶滅
させてはならない郷土の宝物｣と題して､5名の
方々から話題提供があった｡企画 ･司会は青 雅
一先生が担当された｡
｢瀬戸町におけるアユモ ドキ産卵場所の発見ま
で｣小林一郎氏 (NPO法人岡山淡水魚研究会理事)
｢岡山市の天然記念物アユモ ドキの保護 ･保全
啓発の取組｣岡本芳明氏 (岡山市教育委員会文化
財課 ･主任)
｢アユモ ドキ生息のための障害｣阿部 司氏(岡
山大学大学院自然科学研究科 ･学振特別研究員)
｢その他の取り組みと後継者育成｣青 雅一先
生 (NPO法人岡山淡水魚研究会 理事長)
シンポジウム終了後､第二食堂に移動して､懇
親パーティが持たれ､小野謙二先生のご挨拶､石
井猛先生の乾杯のご発声で和やかな雰囲気の中で
行われた｡
特別講演1
視覚の遺伝子
佐藤 忠文
環太平洋大学次世代教育学部
1986年､Nathansらは分子遺伝学的手法により
Young-Helmholz以来の三元色説を科学的に裏付け､
遺伝子 DNAレベルで検討できる視覚タンパク質の
実体とその遺伝子配列を明らかにした 1)0
ヒトの眼中網膜にあって光の受容に関係するタン
パク質を視物質と呼ぶ｡明暗視に関わるロドプシ
ンの他､色覚に関して青､緑､赤の各々に対応し
た 3種類の光受容細胞 (視神経)があり､それぞ
れが青､緑､あるいは赤色光を吸収する色覚タン
パク質をもっている｡ロドプシン遺伝子は第3染
色体上に位置しているのに対して､青色覚タンパ
クをコー ドする遺伝子 (以下､青遺伝子)は第 7
染色体に存在している｡赤遺伝子はヒトⅩ染色体
の長腕 (Xq28)に位置する約15kbを占めており､
その下流に､緑遺伝子(約14kb)が配列している｡赤
および緑遺伝子産物としての色覚タンパクは共に
364個のアミノ酸から成り立ち､両者の違いはア
ミノ酸数にして 15個､相同性96%である｡その違
いは発現している視物質､色覚タンパクの性質に
依存している｡青視物質 (吸収極大波長419nm),
緑視物質 (吸収極大波長 531nm)､赤視物質 (吸収
極大波 558nm)である｡各視物質は眼に入った光
の波長成分に応じて応答するので､それぞれの視
物質を含んでいる個々の視細胞が興奮する｡我々
ヒトの色覚が 3色型奮する｡興奮は視神経を介し
て脳の視覚中枢に達し､各々の色として意識され
るo我々ヒトの色覚が 3色型色覚 (trichromacy)
と呼ばれる実体である｡
ところで､マウスやラットのネズミあるいはイ
ヌの仲間など晴乳類の多くは青付近に吸収極大波
長をもつ視物質と緑-黄緑に吸収極大波長をもつ
視物質の 2種類の視物質しか持たず､2型色覚で
ある｡二原色の世界に住んでいるといえる｡
2007年 ｢EmergenceorNovelColorⅥsioninMice
EngineeredtoExpressaHumanConePhotopigmenntJ
と題する論文が発表された 2)｡ 遺伝子組み換え
によって､ヒトから取り出した赤遺伝子をマウス
に組み込み､それがうまくマウスの眼で活動して
いる､つまり三原色を識別できるネズミが出来た
といえましょう｡
演者は長年chlamydomonasという真核微生物を
実験材料としています 3)｡直径 10ミクロンの単
単細胞生物ですが､核､ミトコンドリア､べん毛
その他一揃いのオルガネラを備えています｡近年､
Chlamydomonasにおいても特定波長域の光を吸収
する光受容タンパクの実体が明らかにされてきま
した 4)｡その中から特にロドプシンと類似配列を
持つ､チャンネル ロドプシン関連の話題を取り
上げて最近注目されている幾つかの トピックスを
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紹介いたします｡
カリフォルニア大学 (バークレー校)のFlannery
らはChlamydomonasからchannelrhodopusin-2(以下
chR2)遮伝子(図4)を取り出し､この遺伝子を先天
的盲目のマウスの視細胞に取り込ませ光受容能の
回復を認めた 5)｡塩基配列の相同性から予想され
た事ではあるが､ChR2が Chlamydomonasと晴乳
類で互換的であることを示している｡更に､今年
(2008年)東北大学の富田准教授らの研究グルー
プはこの ChR2遺伝子を臨床応用に活用すべく､
網膜色素変性症で失明したラットの網膜に注入し､
処置6週間後､視力回復を報告した 6)｡網膜視細
胞に取り込まれた遺伝子の発現によって光受容能
が回復したものと思われる｡網膜色素変性症は
4000人に1人に発症するとされ､根本的な治療法
がない｡安全性を検討の上での実用化が期待され
ている｡
この微生物由来の視物質 chR2は1価と2価の
陽イオンを通すイオンチャンネルとして働く｡神
経細胞でこの ChR2遺伝子を発現させるなら､光
を当てると電気的変化を引き起こす｡つまり､そ
の活動が光によってコントロールできる可能性を
示している｡実際にラット海馬ニューロンにCbR2
遺伝子を発現させて光でニューロンが操れること
が証明されている7)｡光スイッチを生きた動物-
応用して､電極による刺激に取って代わり個々の
細胞に､非侵襲的に刺激を与えることができる｡
Nagelらは線虫の細胞にChu を発現させて光でそ
の行動を制御できることを示した文献 8)｡知覚や
認知､行動の研究新たなツールを加えるものと思
われます｡
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特別講演2
休耕田を利用したアユモ ドキの保全活動
青 雅一
NPO法人岡山淡水魚研究会
アユモ ドキは､産卵期には恒久的水域である河
川本流から水位上昇によって生じた一時的水域-
と遡上し､流れのない水域内の陸生植物の間で産
卵する｡河川に土手や護岸ができる以前には､洪
水によってできた氾濫原で産卵を行っていたが､
近代的な稲作が始まってからは水田ではなく､水
田周囲の陸生植物の繁茂した低地や素堀りの小水
路 ･畦が本種の産卵場所として利用されてきた｡
産卵は､乾いていた地面が水没して一時的水域が
形成された直後から24時間以内で行われる｡かっ
ては､アユモ ドキ岡山県の中～南部､琵琶湖 ･淀
川水系に広く分布し､岡山平野では食用にされて
いた｡また､広島県の芦田川でも採集の記録があ
る｡しかし､近年その個体数は激減し､生息範囲
も極端に狭まっており､1977年に国の天然記
念物に指定された｡現在では､岡山県の旭川 ･吉
井川水系のごく限られた地域と､京都府の一部で
確認されているにすぎない｡岡山県の高梁川水系
では､すでに10数年前より絶滅が予想されてお
り､もっとも絶滅が危ぶまれる種のひとつにあげ
られている｡約 40年間でここまでアユモドキが減
少した理由は､圃場整備と用水路～畔のコンクリ
ー ト化によって産卵場所-進入できなくなったこ
とに他ならない｡
1989年､当会会員であった湯浅 (堤 :岡山淡水
生物調査会)らは､岡山市中心部に近いところに
約 2反の休耕田を借り､水路を掘って自然産卵実
験を行った｡この休耕田は用水沿いにあり､上流
側から水を取り入れ､休耕田を通過した土の匂い
を含んだ水が下流側の排水口から用水-流出する｡
同年､排水路から進入したアユモ ドキの産卵が確
認され､以後毎年ほぼ同じ方法で自然産卵の手助
けをしているが､休耕田の水路の形態は 2002年
より大きく変わった｡2002年度の護岸工事で休耕
田北側が整地され､大きく環境が変化したが､人
力で水路を掘り足し､休耕田全体が湿地化するよ
うに水路を張り巡らせた｡当会は､岡山市環境保
全課の協力を受け､構造 ･工法にアドバイスを行
い､現在の石組み護岸が完成した｡この自然産卵
実験の開始前より約 20年間にわたり､毎年5月に
用水のゴミ拾いを行っている｡当時､空き缶など
軽 トラック1台分以上の大量のゴミが回収され､
空き缶の中からアユモ ドキが出てくることもしば
しばあったが､現在ではゴミは激減している｡開
始当初には､アユモ ドキの密漁目的で空き缶を用
水路に投入する輩もいたと聞く｡6月初旬に休耕
田の整備を行うと､6月 15日ごろに用水の推移が
上がり休耕田に水が入ると､待ち構えていたよう
にアユモドキは排水口から休耕田-と侵入し､た
だちに産卵行動をおこし深夜まで続けられる｡休
耕田に水が入った日より毎日､会員の誰かが見回
りを行い､水量､休耕田内の生物 (ナマズ､カム
ルチ一､アメリカザリガニなど)の監視を怠らな
い｡また､環境省中国四国地方環境事務所からの
委託事業として､生息環境および密漁者のパ トロ
ールも併せて行っている｡
特別講演3
漉戸町におけるアユモ ドキの生態調査
阿部 司
岡山大学大学院自然科学研究科
学振特別研究員
アユ モ ドキ Leptobotiacuria (Temminck &
Schlegel,1846)は岡山県の数河川と琵琶湖淀川水系
にのみに分布するドドヨクに近縁な淡水魚である｡
その分布などから学術的に重要視され､国の天然
記念物に指定されている｡本種は河川や農業用水
路に生息し､河川の増水や濯概によって氾濫原や
水田地帯に一時的に形成される水域で繁殖を行う｡
その特徴的な繁殖様式から河川一氾濫原または水
田生態系のシンボルフイシュとも言われる｡とこ
ろが､河川改修や圃場整備などの影響を受け減少
し､環境省のRDBの絶滅危慎 IA類や種の保存法
の国内希少野生動植物種に指定されるほど､種の
存続が危ぶまれている｡しかし､アユモ ドキの生
態については不明な点が多く､十分な保全が行え
ていない｡そこで､瀬戸町で2002年の秋から本種
の野外における分布や生態調査､飼育環境下での
行動実験､系統保存を行っている｡
調査は捕獲や行動観察の方法を考える段階から
のスター トであったが､調査法の試行錯誤や年間
100日を越える現地調査によって､幸運にも2003
年には全国で初めてアユモ ドキの産卵行動を自然
界で観察することができた｡その後､繁殖期を中
心に調査を進め､成魚の繁殖場所-の移動や産卵
とその環境要因､繁殖個体の特徴､産卵のタイミ
ングや行動といった繁殖特性､腔の迅速な発生と
筋化仔魚の特異な付着行動､限定的な仔稚魚の成
育環境と成長に伴う移動分散など､多岐にわたり
アユモ ドキの生態に関する情報を蓄積することが
できた｡近年はその特徴的な繁殖生態をユニーク
なモデルとして､生理生態学的手法による魚類の
回遊行動の制御機構の解明に挑んでいる｡また､
アユモドキのように氾濫原に移動し繁殖を行う魚
は世界に数多く見られる｡それらの氾濫原といっ
た不安定な環境-の適応進化の観点からもアユモ
ドキは非常に興味深い魚であり､この点に本種の
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保全のカギが隠されていると思う｡それから､昨
年からバイオテレメトリーによる個体の行動や行
動圏の調査も開始した｡共同研究では集団遺伝学､
分子生物学的手法を用いた本種の遺伝的多様性に
関する研究にも取り組んでいる｡
以上のように､瀬戸町のアユモ ドキ生態調査は
様々な分野-発展し､それによって得られた情報
を基にした保全活動が展開されている｡今回の発
表では､一連の調査結果をまとめ､アユモ ドキを
特異な容姿で珍しい生きものとしてだけでなく､
自然科学的にもおもしろい生きものであることを
紹介したい｡
シンポジウム
｢アユモ ドキ日･絶滅させてはならない
耕土の宝物｣
企画 ･司会 青 雅一
国立病院機構岩国医療センター部長
NPO法人岡山淡水魚研究会 理事長
最戸町におけるアユモ ドキ産卵場所の発見まで
小林 一郎
NPO法人岡山淡水魚研究会 理事
1987年～1991年の.段階では､吉井川水系の河川
の数か所 (備前市､邑久町､和気町)で捕獲記録
があり､1987年には当会会員により幼魚 11が視
認されており､世代交代が行われていることは確
認されたが産卵場所の特定には至らなかった｡
1989年岡山市賞田の休耕田を借りて産卵場所を作
り､アユモ ドキの自然産卵実験に成功した｡その
後､前会長湯浅の ｢アユモ ドキは水田内で産卵す
る｣という説に基づき瀬戸町内の水田を調査した
が､水田内～畦付近は稚魚は発見できず､水路内
で幼魚が確認されただけであった｡1998年会員が
幼魚を発見､1998年には会員 (当時中学生)が成
魚を2匹確認した｡2000-2001年には瀬戸町内の
水路で成魚 ･幼魚とも確認できたが､水田内では
稚魚は確認できなかった｡
2002年 6月 27日､雑草が繁茂する放置された
ような溝の淀んだ水域内でフナの稚魚に混ざって
アユモ ドキの稚魚を発見したOさらに数日間のう
ちに2回､同様の水域 (遊水地､草に覆われた溝)
で2匹ずつの稚魚を確認し､アユモ ドキの産卵が､
水田内ではなく､草の多い溝や遊水地であること
が判明し､産卵条件や産卵生態解明の手掛かりを
つかむことができた｡この発見が､2003年からの
阿部 ･柏 ･小林による生態調査 (本邦初の産卵行
動目撃 ･ビデオ撮影 ･卵の確認)､そして阿部の研
究-とつながるのである｡
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岡山市の天然記念物アユモ ドキの
保護 ･保全啓発の取組
岡本 芳明
岡山市教育委員会文化財課 主任
アユモドキは､昭和五十二年に『文化財保護法』
に定める天然記念物に指定されています｡ですか
ら､文化財担当の教育委員会文化財課がその保
護 ･保全啓発を行 うことになります｡ただし､平
成十六年に 『絶滅のおそれのある野生動植物の種
の保存に関する法律 (種の保存法)』の国内希少野
生動植物に定められていることから､環境局の環
境保全課でも保護 ･保全啓発を行っています｡
岡山市では､分布調査や生態調査によって生息
域の把握に努めるとともに､定期的な水槽展示の
開催や水辺教室などの保護 ･保全啓発を行ってい
ます｡さらに､生成十七年度から地域個体群の保
存を主目的に､人工繁殖事業に取り組んでいます｡
アユモ ドキは､一時的に水没した陸地で産卵する
などの限られた条件下での繁殖するため､現環境
で産卵が確認されている場所は数か所に過ぎませ
ん｡この野外生息環境の保全が最優先ですが､絶
滅に瀕した地域個体群の保存も重要です｡人工繁
殖に取り組むことにより､卵発生と筋化 ･仔魚期
の生態の謎も明らかになりつつあります｡また､
人工繁殖個体を利用して､生息域の小 ･中学校や
幼稚園､公民館などの教育施設で保全啓発飼育展
示を行っており､アユモ ドキの周知と保全啓発に
大きく貢献し､特に､子どもたちにとっては保全
意識の高揚のみならず､郷土愛の促進にもつなが
ると思われます｡
これらの保護 ･保全啓発の取り組みは､河川や
水田域の管理者である国土交通省や農林水産省､
岡山県との連携､保護団体や地元の方たちと協力
して進めています｡
今後は､保全の長期計画の策定､それに従って
生息地や産卵場､自然環境の保全 ･改善や親水空
間の創出などが課題となります｡
アユモ ドキ生息のための障害
阿部 司
岡山大学大学院自然科学研究科
学振特別研究員
アユモ ドキの生態調査が進むにつれて､生存を
脅かす問題も浮き彫りになってきた｡その間題は､
繁殖適地の局在や広範囲の竣藻による環境の多様
性の消失､コンクリー ト護岸化による隠れ家不足
といった場所一景観的な問題だけでなく､成魚遡
上時期の水量低下や仔魚期の繁殖地干上がりなど
の水管理に関わる問題や､外来魚オオクチバスの
捕食や心無い人間による密漁といった生物学的問
題にもおよぶ｡また､この生息地の回遊経路には
農業堰がある｡港概のためにこの堰が閉まると繁
殖個体の遡上が阻害される｡本種の生態学的特徴
から､堰に遡上が阻害される個体は遡上時期が遅
いメスが多い傾向がある｡一方で､堰の操作によ
って上流に繁殖場所となる一時的水域が形成され
るため､この堰の問題は複雑である｡最近では遺
伝的多様性が低いことがわかってきて､その要因
としてボトルネック効果が示唆されている｡
以上のように､瀬戸町の個体群にはその存続を
脅かす多くの問題があり､予断を許さない状況に
ある｡
その他の取り組みと後継者育成
青 雅一
NPO法人岡山淡水魚研究会 理事長
自然保護団体にとって後継者育成は共通の悩み
である｡会員の高齢化､子供たちの遊びの変化に
伴い､会員の平均年齢は著しく上昇した｡県内各
地の水辺教室などの講座ではインストラクター務
めるなど後継者育成に励んでいるが､ゲームに夢
中にの子供たちの興味を引くことは至難の業であ
る｡そこで､本格的な川遊びを教えようと､川ガ
キ養成講座 ｢川ガキ道場｣を公民館の講座として
行っている｡また､アユモ ドキ産卵場において 7
月第 2日曜日の朝､地元高島公民館との共催で､
法的手続きをとって ｢アユモ ドキ稚魚観察会｣を
行っているOこれは一定の人数で45分間に限り手
綱で採集の後､計測と放流するものである｡この
ほか､講演､Tシャツやステッカーの販売､教材
などで広報 ･啓発活動､シンポジウムなど幅広く
活動を行っている｡瀬戸町においては､会員の阿
部らは系統保存の技術確立のために企業の協力を
得て人工繁殖を行い､地元の会員により人工繁殖
個体の水槽展示(役場窓口､幼稚園･小学校など)､
シンポジウム､キリンビール岡山工場内でのアユ
モ ドキ展､などの保全啓発活動を行政 ･企業の協
力を得て行っている｡また､会員の小林はアユモ
ドキ米の商標登録を取得し､ブランド米販売によ
り保全を呼びかけ､売上の一部は保全活動のため
に使われている｡魚散り少年は絶滅危慎種IA並み
に希少であり､後継者の養成なしに淡水魚の保護
はありえない｡
第 55回岡山実験動物研究会のパンフレットに
記載された特別講演要旨､シンポジウム要旨を紹
介したが､第55回研究会を協賛いただいたペガサ
スキャンドル㈱､パンフレットの掲載広告をいた
だいた岡山YMCA､医療法人 畑眼科､味司 野村､
みもぎ (喫茶 ･ランチ ･カラオケ)､MIEANSEI､
山陽こだま楽器､石村農園 夢百姓､アルムの里､
赤磐酒造㈱､生活彩家 環太平洋大学店(友秀王グ
ループ)､ペガサスキャンドル㈱､㈱大熊､ワシュ
ウ印刷㈱､ANTIQUEHOUSEPORTBELILOの各社､
清涼飲料の一部を寄贈いただいたキリンビール㈱
の各社に心から感謝致します｡
第56回岡山実験動物研究会
平成 20年 11月21日 (金)午後 1時 30分から
午後 5時までピュアリティまきびで日本生物工学
西日本支部の協賛で開催された｡はじめに､会長
の三谷憲一先生から開会のあいさつがあり､その
後特別講演に移った｡特別講演 1は ｢岡山大学自
然生命科学研究支援センター動物資源部門鹿田施
設の管理 ･運営の実際一動物実験施設の管理 ･運
営改革2年間を振り返って-｣と題して梶木勝巳
先生 (岡山大学自然生命科学研究支援センター動
物資源部門 ･准教授)が講演された｡この司会は
国枝哲夫 (岡山大学大学院自然科学研究科(農学
部))が担当した｡講演終了後､休憩を取った後に
事務局から会務報告があった｡会務報告は会務報
告は平成20年度第2回理事会の記載内容を参照下
さい｡
会務報告後､特別講演2に移った｡特別講演2
は ｢マメジカの生理学的特性｣ と題して福田勝洋
先生 (岡山理科大学理学部･教授)が講演された｡
この司会は浅田伸彦先生 (岡山理科大学理学部)
が担当された｡その後､記念講演に移った｡記念
講演は ｢岡山大学農学部家畜育種学教室における
マウスとウズラの研究紹介｣と題して佐藤 (岡山
大学大学院自然科学研究科(農学部)･教授)が講
演した｡この司会は三谷恵一先生 (IPU ･環太
平洋大学)が担当された｡ 講演終了後､名誉会員
の推戴式が行われ､表彰状と花束が贈呈された｡
その後､17時 15分から別室で懇親会が持たれ､
講師の先生を囲んで会員相互の親睦を深めた｡
特別講演1
岡山大学自然生命科学研究支援センター動物資源
部門鹿田施設の管理 ･運営の実際一動物実験施設
の管理 ･運営改革2年間を振り返って-
梶木 勝巳
岡山大学自然生命科学研究支援センター
動物資源部門
動物資源部門鹿田施設は､医学部総合動物実験
塞 (昭和 48年竣工)及び昭和 55年の医学部附属
動物実験施設設置に伴う増築分 (昭和57年竣工)
の2棟からなる延べ床面積4,475m2を有した施設
であり､医学部附属動物実験施設として専任の教
員による運営を開始しておおよそ四半世紀が経過
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した｡この間､研究自体のトレンドに大きな変化
がみられ､本施設においてもこれまでよく利用さ
れていたイヌ ･サルや純系マウス等の利用が激減
する一方､遺伝学や分子生物学等､新しい学問分
野の発展発達に伴ってマウスを主体とした遺伝子
改変動物の利用が高まっていった｡さらに､実験
動物の福祉向上の考え方が社会一般に定着すると
ともに､動物実験に関連した法令の整備がなされ
ていった｡すなわち､昭和48年に公布された ｢動
物の保護及び管理に関する法律｣が平成 11年に
｢動物の愛護及び管理に関する法律｣-と改正さ
れ､平成 17年にも改正された｡この最終改正を受
ける形で平成 18年には ｢実験動物の飼養及び保管
並びに苦痛の軽減に関する基準｣と ｢研究機関に
おける動物実験等の実施に関する基本指針｣がそ
れぞれ環境省と文部科学省から告示され､実験動
物の福祉向上を目的とした法体系が急速に整備さ
れ､適正な動物実験環境の構築とその維持が強く
謳われるようになっていった｡
上述のように動物実験施設を取り巻く環境は鹿
田施設の設立当初と較べて様変わりしていったが､
多くの動物実験施設ではこれらの変遷に伴って飼
育設備の入替､施設建物の改修､新技術の導入及
び新設備-の技術職員の順応等､ハー ド･ソフト
両面で時代にあった管理 ･運営が行われている｡
一方で､諸般の事情により､動物実験施設が適切
に管理 ･運営されていない例も見受けられ､本施
設は適切な管理 ･運営が行われなかった典型的な
例の一つである｡演者が着任した平成 19年 1月に
おいて､本施設はハー ド的には建物が竣工した状
態のまま放置され､経年劣化のみが進行している
状態であっただけではなく､現在の法 ･基準 ･指
針に不適合な動物実験実施環境となっていた｡ま
た､動物の飼育管理等に至っては総合動物実験室
時代に行われていた不適切な方法が踏襲されてい
る等､問題が山積していた｡そのため演者には､
本施設を新しく制定された法 ･基準 ･指針に適合
した動物実験施設-脱皮させること､そして､何
よりも適切な動物実験施設の管理 ･運営を行うこ
とが強く求められた｡しかしながら､既に動き出
している動物実験施設の管理 ･運営を転換させる
方法論があるわけでなく､このような事柄を扱っ
た文献等も皆無であり､試行錯誤の連続であった｡
今回､ここ2年に渡って実施した本施設における
管理･運営の転換に一区切りがついたので､今後､
本施設と同様に動物実験施設の管理 ･運営の転換
を実施する際に参考になるのではないかと考え､
我々､鹿田施設職員がこの2年間で経験した事例
を紹介したいと考えている｡
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特別講演2
マメジカの生理学的特性
福田 勝洋
岡山理科大学理学部
マメジカ Tmgulussip.は偶蹄目､反勿亜目に
属し､3属 4種からなるマメジカ科を構成する｡
東南アジアにはジャワマメジカ T.javaDl'cusとオ
オマメジカ T.DaPUの1属 2種が生息するO偶蹄
目の進化の早い時期に分岐し､大きな変化なく存
続しているため､偶蹄目の祖先の姿を残すといわ
れるが､マメジカには独特の生理学的特徴がみら
れる｡
マメジカ科動物は体躯が小型で､特にジャワマ
メジカは現存する有蹄動物の中で最も小さく､成
体重は大きな個体でも2kgほどにすぎない｡行動
は夜行性といわれてきたが､深い森林では日中の
活動も活発で､開けた場所では日没後や夜明け前
の薄暮に活発に行動する｡他の森林性偶蹄類と同
様に､繁殖期を除き単独生活をおくる｡
マメジカは複胃をもち反勿するが､4区画から
なる他の反勿動物と異なり､3区画からなり､反
勿家畜の第三胃(omasum)に相当する部分を欠いて
いる｡胃内の微生物による繊維分可能はウシやス
イギュウよりも優れていて効果的に草類を利用す
るが､雑食性をかなり残している｡
血管系では大動脈弓からの主要な動脈の分岐が
ウシ､ヤギ､などと異なり､イヌの分岐に類似し
た動脈分岐パターンを示す｡また､反勿動物の脳
-の血液供給は特異な血管網である硬膜上怪網
fetemirabileepiduraleによるが､マメジカで
はこのような怪網が存在せず､非反勿動物と同様
に内頚動脈により供給されている｡
マメジカの赤血球は晴乳類の中で最も小さく球
状であることは古くから知られていたが､SEM
による観察から円盤状､楕円状､梶棒状､球状な
ど多様であり､さらに赤血球が小孔をもち血球内
に腔所を作っている｡マラリヤやバべシアなどの
血液原虫の寄生はなく､貧血もみられない｡
繁殖に関しては､一般に単胎で妊娠期間が長い｡
胎盤は反額類に特有な叢毛胎盤でなく汎毛胎盤で
母子間の組織学的な結合に関しては反勿動物と同
じ上皮繊毛膜胎盤であり､反勿類型の胎盤-の過
渡的な段階と推測される｡
マメジカ類は動物学的な観点から非常に興味深
い動物で､今後の調査データも加わることで反勿
動物の進化や分類の再検討が必要になると思われ
る｡
妃念講演
岡山大学農学部家書育種学教皇における
マウスとウズラの研究轄介
佐藤 勝紀
岡山大学大学院自然科学研究科
岡山大学農学部家畜育種学教室で 1973年以降
行ってきたマウスとウズラの研究について紹介す
るOマウスの研究では､一般行動､攻撃行動の解
析と攻撃性高 ･低系統の作出及びアロキサン誘発
糖尿病高発症系 (ALS系)･低発症系 (ALR系)の
作出と特性の解析などを取り上げた｡攻撃行動に
関する研究は河本泰生先生 (元農学部)･盛政忠臣
先生 (元医学部)と共同で行った｡ALS系 ･ALR系
は ICR系統 (クローズドコロニー)を基礎集団と
して､アロキサン誘発糖尿病に対して感受性 ･抵
抗性の方向にそれぞれ選抜育種し､近交系として
確立したもので､ICR系統に対するアロキサンED5｡
価 (雌 47mg/kg､雄 45mg/kg)投与での発症率は
ALS系では100%､一方ALR系では0%である｡アロ
キサン誘発糖尿病については MSA(monosodium-
L-aspartate)単回投与､去勢実験などを行って解
析した｡ALS系から白内障を呈する系統 (ALS-oct)
や自然発症糖尿病系統が出現し､現在解析が進め
られている｡また､近年､ALS系を用いてビート
レッドなどの機能性食品の効能について検討した
結果､ALS系は機能性食品の評価系として有用で
あることが確かめられた｡
ウズラの研究では､育種学上重要な課題である
近交退化､雑種強勢､遺伝的パラメータ並びに伴
性遺伝を利用した初生雛の雌雄鑑別を取り上げ､
さらに排壮窒素 ･リン量の低減､コチニール (カ
イガラムシ)残妻査の利用､機能性付与などについ
ても検討した｡近交退化については､退化量 (回
帰)､遺伝的荷重の面から検討するとともに､醇化
率低下の要因となる腫死亡について検討した｡特
に､近交膝と雑種肱での初期腔の発育に着目して､
組織学､生化学などの面から解析を行った｡選抜
育種を進めるに当たって､基礎的資料を得る目的
で各種の生産形質の遺伝率､遺伝相関などの遺伝
的パラメータの推定を試みた｡その結果､選抜育
種の可能性が示唆された｡簡便で正確な初生雛の
雌雄鑑別法が望まれていたことから､羽装色の伴
性遺伝を利用した方法について検討した｡具体的
にはブラウン系統雄とノーマル系統雌との交配に
より､初生雛はすべて雌がブラウン羽装色､雄が
ノーマル羽装色になり､雌の生産能力は両親系統
と同等の値を示すことが確かめられ､伴性遺伝に
よる初生雛の雌雄鑑別は実用的であると判断した｡
環境負荷の軽減を図るための排壮窒素量の低減は
必須アミノ酸添加で､またリン量の低減はフイタ
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-ゼ添加で実現できることが明らかとなった｡
赤色色素抽出後のコチニール残液は魚粉と同等
の粗蛋白質含量を有していることから､魚粉の代
替としての利用が考えられた｡6適齢の雌雛を用
いた給餌試験では産卵率は魚粉飼料と差が見られ
なかったが､初生雛-の給餌では脚弱症が多発し､
死亡率の増加が認められた｡機能性物質として､
パーム油､アスタキサンチンを取り上げ､卵黄-
の移行などについて検討した｡その結果､飼料-
の添加で卵黄色が改善され､アスタキサンチンは
約 1%が卵黄に移行し､抗酸化能も高くなることが
示された｡上記以外に､ウズラでは攻撃行動､制
限給餌､食品廃棄物飼料､おから炭 ･ペブタイ ド
ミール給餌試験などの課題も取り上げ､検討した｡
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※
平成20年度第 1回理事会
平成 20年 6月 27日 (金)12:00から12:30ま
でIPU･環太平洋大学第1キャンパス･大講義室2
(5F) (研究会会場)で開催された｡
①平成 19年度の活動報告:研究会を2回開催｡第
53回研究会は6月 22日(金)13:30から17:20
まで岡山大学創立五十周年記念館 ･大会議室で
佐藤･国枝の世話で開催された｡一般講演 3題､
教育講演 1題､特別講演 1題､懇親会が企画さ
れた｡第 54回研究会は日本生物工学会西日本支
部の協賛で 11月 30日(金)13:30から17:30ま
でピュアリティまきびで開催された｡特別講演
3題､懇親会を企画した｡第24号の編集 ･発行
(1月)を行い､2月に会員-発送したO理事会
を6月22日､11月 30日の2回､常務理事会は
5月9日､10月 31日の2回開催した｡ホームペ
ージ開設についても話題提供があった｡
②平成 19年度 (1月 1日～12月 31日)の会計収
支決算報告 :収入の部 として前年度繰越金
409,577円､会費 43,000円､賛助会費 330,000
円､寄付 10,000円､日本生物工学会西日本支部
20,000円､郵便定期貯金利子5,140円､郵便貯
金利子 132円となり､総額 817,849円､一方､
支出の部として印刷費 (第 23号会報)199,500
円､通信費27,080円､第 53回研究会謝金 10,000
円､補助40,000円､第54回研究会謝金 60,000
円､補助 90,000円､雑費 23,695円となり､支
出総額は450,275円で､残高は367,574円であ
った｡会計収支決算書は平成 20年 4月 22日監
事による会計監査を受けた｡平成 20年度の会計
収支中間報告 (1月 16日～6月 25日):収入の
部として前年度繰越金 367,574円､会費 32,000
円､賛助会費 360,000円､郵便貯金利子 40円､
収入総額は 759,614円となり､一方､支出の部
として印刷費 (第24号会報)178,500円､通信
費 14,900円､第 55回研究会補助40,000円､雑
費 15,360円､支出総額は248,760円で､残高は
510,854円である｡
③平成20年度の活動計画:研究会を2回開催する｡
第55回研究会は三谷恵一先生･佐藤忠文先生の
お世話で IPU･環太平洋大学大講義室で開催さ
れている｡特別講演 2題､シンポジウム､懇親
パーティが企画されている｡第 56回研究会は
11月 21日(金)午後にピュアリティまきびで開
催を予定している｡特別講演など3題と懇親会
を企画する｡研究会報 (第25号)を編集 ･発行
する｡理事会 ･常務理事会は各々2回開催する｡
ホームページの充実､バックナンバーの製本に
ついて話し合われた｡平成21､22年度の役員の
選任についても提起された｡
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※
平成20年度第2回理事会
平成20年 11月21日 (金)12:30から13:00ま
でピュアリティまきび (研究会会場)で開催され
た｡
①平成 20年度の活動報告:研究会を2回開催｡第
55回研究会は6月 27日(金)13:30から17:30
まで IPU･環太平洋大学第1キャンパス ･大講
義室 2(5F) (研究会会場)で三谷憲一先生 ･
佐藤忠文先生のお世話で開催された｡
岡山大学創立五十周年記念館 ･大会議室で佐
藤 ･国枝の世話で開催された｡特別講演 3題､
シンポジウムが企画された｡第 56回研究会は日
本生物工学会西日本支部の協賛で 11月 21日
(金)13:30から 17:00までピュアリティまきび
で開催された｡特別講演 2題､記念講演 1題､
懇親会を企画した｡第 25号の編集を行っており
特別講演者､会員に寄稿の依頼するとともに､
｢施設めぐり｣の寄稿を岡山大学自然生命科学
研究支援センター ･動物資源部門の梶木先生に
お願いした｡理事会は6月27日､11月21日の
2回､常務理事会は4月 24日､10月 23日の2
回開催した｡平成 21､22年度の役員選任につい
て提案､質疑があった｡なお､役員選任は会則
第 6条 (役員)､第 7条 (役員の選任)､第 8
条 (役員の職務)､第 9条 (役員の任期)に基
づいて行われるものである｡平成 21年度以降の
事務局体制について討議した｡会長から､円滑
な研究会の運営を図るために､バーチャル重複
集団化体制が提案された｡なお､この詳細は本
会報の会長あいさつをご覧下さい｡さらに､ホ
ームページの充実を図るとともに､バックナン
バーの製本を早期に行うことにした｡
②平成 20年度 (1月 1日～11月 18日)の会計収
支中間報告:収入の部として前年度繰越金
76
367,575円､会費 48,000円､賛助会費 360,000
円､日本生物工学会西 日本支部 20,000円､寄付
金 (三谷先生)30,000円､第 55回研究会広告
料 9,000円､郵便貯金利子 143円となり､総額
834,717円､一方､支出の部として印刷費 (第
24号会報)178,500円､通信費 24,660円､円､
第 55回研究会謝金 80,000円､補助 40,000円､
雑費 15,360円となり､支出総額は338,520円で､
残高は496,197円であった｡
③平成21年度の活動計画:研究会を2回開催する｡
第 57回研究会は会員持ち回りで大森 斎先生
のお世話で 6月下旬に岡山大学工学部で開催を
予定している｡会員による一般講演 (5-6題)､
特別講演 1題などを企画する｡第 58回研究会は
11月下旬 (金)午後に公共施設(ピュアリティ
まきびなど)で開催を予定している｡特別講演､
記念講演など3題と懇親会を企画する｡研究会
報 (第 25号)を発行する｡理事会 ･常務理事会
は各々2回開催する｡今後もホームページの充
実を図っていく｡
